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Solarisエージェントのインストールの前提条件
•「サポートされているプラットフォームと要件」を参照してください。

•エージェントサービスをインストールして実行するためのルート権限。

•エージェントおよびログファイル用の 1 GBのストレージ容量。

•ホストを監視しているセキュリティアプリケーションでセキュリティの除外を設定し、他
のセキュリティアプリケーションがエージェントのインストールやエージェントのアク

ティビティをブロックしないようにします。詳細については、「セキュリティの除外」を

参照してください。

エージェントスクリプトインストーラ方式を使用した

Solarisエージェントのインストール

手順

ステップ 1 エージェントのインストール方式に移動するには、次の手順を実行します。

•初めてのユーザーの場合は、クイックスタートウィザードを起動し、[エージェントのイ
ンストール（Install Agents）]をクリックします。
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•ナビゲーションウィンドウで、[管理（Manage）] > [エージェント（Agents）]の順にク
リックし、[インストーラ（Installer）]タブを選択します。

ステップ 2 [エージェントスクリプトインストーラ（Agent Script Installer）]をクリックします。

ステップ 3 [プラットフォームの選択（Select Platform）]ドロップダウンメニューから、[Solaris]を選択し
ます。

サポートされている Solarisプラットフォームを表示するには、[サポートされているプラット
フォームの表示（Show Supported Platforms）]をクリックします。

ステップ 4 エージェントをインストールするテナントを選択します。

（注）

Cisco Secure Workload SaaSクラスタでは、テナントを選択する必要はありません。

ステップ 5 ワークロードにラベルを割り当てる場合は、ラベルキーを選択し、ラベル値を入力します。

インストールされたエージェントがホストで IPアドレスを報告すると、このホストによって
報告された IPに割り当てられているアップロード済みの別の CMDBラベルとともに、ここで
選択されたインストーラ CMDBラベルが新しい IPアドレスに自動的に割り当てられます。
アップロード済みの CMDBラベルとインストーラ CMDBラベルの間で競合が発生した場合
は、次のようになります。

•正確な IPアドレスに割り当てられたラベルは、サブネットに割り当てられたラベルより
も優先されます。

•正確な IPアドレスに割り当てられた既存のラベルは、インストーラの CMDBラベルより
も優先されます。

ステップ 6 Cisco SecureWorkloadとの通信にHTTPプロキシが必要な場合は、[はい（Yes）]を選択し、有
効なプロキシ URLを入力します。

ステップ 7 [インストーラの有効期限（Installer expiration）]セクションで、利用可能なオプションから 1
つを選択します。

• [有効期限なし（No expiration）]：インストーラスクリプトは何回も使用できます。

• 1回のみ：インストーラスクリプトは 1回のみ使用できます。

•時間制限：インストーラスクリプトを使用できる日数を設定できます。

•展開数：インストーラスクリプトを使用できる回数を設定できます。

ステップ 8 [ダウンロード（Download）]をクリックし、ファイルをローカルディスクに保存します。

ステップ 9 Solarisホストでインストーラシェルスクリプトをコピーし、chmod u+x

tetration_installer_default_sensor_solaris.shコマンドを実行してスクリプトに実行権限を

付与します。

（注）

スクリプト名は、選択したエージェントのタイプと範囲によって異なる場合があります。
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ステップ 10 エージェントをインストールするために、ルート権限で

./tetration_installer_default_sensor_solaris.shコマンドを実行します。

（注）

エージェントがテナントにすでにインストールされている場合は、インストールを続行できま

せん。

スクリプトの使用方法の詳細で指定されているように、事前チェックを実行することを推奨し

ます。

Solarisインストーラスクリプトの使用方法の詳細：

tetration_installer_default_sensor_solaris.sh [--pre-check] [--skip-pre-check=<option>]
[--no-install] [--logfile=<filename>] [--proxy=<proxy_string>] [--no-proxy] [--help]
[--version] [--sensor-version=<version_info>] [--ls] [--file=<filename>]
[--save=<filename>] [--new] [--reinstall] [--unpriv-user] [--force-upgrade]
[--upgrade-local] [--upgrade-by-uuid=<filename>] [--basedir=<basedir>]
[--logbasedir=<logbdir>] [--tmpdir=<tmp_dir>] [--visibility] [--golden-image]
--pre-check: run pre-check only
--skip-pre-check=<option>: skip pre-installation check by given option; Valid options
include 'all', 'ipv6' and 'enforcement'; e.g.: '--skip-pre-check=all' will skip all
pre-installation checks; All pre-checks will be performed by default
--no-install: will not download and install sensor package onto the system
--logfile=<filename>: write the log to the file specified by <filename>
--proxy=<proxy_string>: set the value of CL_HTTPS_PROXY, the string should be formatted
as http://<proxy>:<port>
--no-proxy: bypass system wide proxy; this flag will be ignored if --proxy flag was

provided
--help: print this usage
--version: print current script's version
--sensor-version=<version_info>: select sensor's version; e.g.:

'--sensor-version=3.4.1.0'; will download the latest version by default if this flag was
not provided
--ls: list all available sensor versions for your system (will not list pre-3.1

packages); will not download any package
--file=<filename>: provide local zip file to install sensor instead of downloading it
from cluster
--save=<filename>: download and save zip file as <filename>
--new: remove any previous installed sensor;
--reinstall: reinstall sensor and retain the same identity with cluster; this flag has
higher priority than --new
--unpriv-user=<username>: use <username> for unpriv processes instead of nobody
--force-upgrade: force sensor upgrade to version given by --sensor-version flag; e.g.:
'--sensor-version=3.4.1.0 --force-upgrade'; apply the latest version by default if
--sensor-version flag was not provided
--upgrade-local: trigger local sensor upgrade to version given by --sensor-version

flag: e.g.: '--sensor-version=3.4.1.0 --upgrade-local'; apply the latest version by
default if --sensor-version flag was not provided
--upgrade-by-uuid=<filename>: trigger sensor whose uuid is listed in <filename> upgrade
to version given by --sensor-version flag; e.g.: '--sensor-version=3.4.1.0
--upgrade-by-uuid=/usr/local/tet/sensor_id'; apply the latest version by default if
--sensor-version flag was not provided
--logbasedir=<log_base_dir>: instead of logging to /opt/cisco/secure-workload/log use
<log_base_dir>. The full path will be <log_base_dir>/secure-workload
--tmpdir=<tmp_dir>: instead of using /tmp use <tmp_dir> as temp directory
--visibility: install deep visibility agent only; --reinstall would overwrite this

flag if previous installed agent type was enforcer
--golden-image: install Cisco Secure Workload Agent but do not start the Cisco Secure
Workload Services; use to install Cisco Secure Workload Agent on Golden Images in VDI
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environment or Template VM. On VDI/VM instance created from golden image with different
host name, Cisco Secure Workload Services will work normally

Solarisエージェントのインストールの確認
• Solaris 11.4の場合は、sudo pkg list tet-sensorコマンドを実行します。

出力として単一のエントリが表示され、Solarisエージェントがホストにインストールされ
ていることを確認できます。次に、出力例を示します。

情報

（info）
バージョ

ン

名前（パブリッシャ）

i--3.8.1.1tet-sensor (cisco)

• Solaris 10の場合は、pkgparam -v tet-sensorコマンドを実行します。次に、出力例を示し

ます。

アーキテク

チャ

カテゴリPkgPkginstバージョ

ン

名前（パブリッシャ）

SPARCアプリケーショ

ン

tet-sensortet-sensor3.10.2.552Cisco Secure Workload
エージェント
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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